
青刈トウモロコシ栽培の省力化に関する試験

（第２報）イタリアンライグラス

跡地における耕起回数について

堀内悦夫

緒 言

イタリアンライグラスは，良質多収で冬型イネ科牧草の主力をなしている。愛媛統計調査事務所

の資料によると，愛媛県におけるイタリアンライグラスの栽培面積は，昭和44年度の850んαに対

して，昭和46年度は987んαで16％程度の増加が認められ，作付面積は増大されるものと考えられ

る。

しかし，イタリアンライグラス跡地は，刈株が織維質で強靭な根群が多く．そのため耕起”砕土

に甚だ困雌を来している。

前報3)の耕起方法は．イタリアンライグラスの再生の防止をはかる目的で，プラウ耕による深耕

反転を行なって下層に根株泰埋没した上，ロータリーによる撹伴耕を３回行なったものである。こ

のような深緋反転を行なうと，下層の不良土が混入され，作物の生育に不均一を生じて不良になり，

地表面の高低差が著しくなって轄地に難をともなう，等の深耕による障害もかなり認められた。

そこで本試験はこれらの障害を解消するために，中型トラックターのロータリーによる撹伴耕を行

ない，イタリアン跡地におけるトウモロコシ栽培の省力化と，適正な耕起回数を見い出す目的で行

なわれたものであるｏ

なお，栽培技術的に更に究明すべき問題点は少なくないが．一応ある程度の知見を得たので報告

する。

本試験にあたって，本学部農場長川合通資教授には試験上の便宜を与えられ御校閲を賜わった。

なお，文部技官小原猛，小原'､雄両氏の御協力を得た。

ここに以上のかたがたに厚く感謝の意を表する次第である。

試験材料および方法

本試験は１９６９年に愛媛大学農学部附属研究農場，東５号水田で行なった。前作のイタリアンラ

イグラス（以下イタリアンと呼ぶ）は，約1100kg/αの生草収量が得られた。刈取後の残存刈株，

残存根（以下残根と呼ぶ）の風乾重は，地上部砿26.7kZ/α，地下部重６１．９k2/ａ（０～１５cm1層），

合計88.6kg/αであった。土性は壊土で排水および肥沃程度は中庸であった。耕起方法はヰセキ式

トラソクターＴＢ２０型を使用し，ロータリーによる撹伴耕を行なった。走行速度はｌ速で1.2ｋ瓦/A，

２速で1.8kNI/ｈであった。ロータリー軸のIUl転数は，いずれも尚速とし９０６回転/分であった。供

試品種は黄色馬歯種（在来エローデントコ一％愛媛県産）であり，１，０００粒噸は３７．０２１‘班

は７８９．０１であった。播種期は４月26日で，概子1.6kg/αを全面に均一散布し、全層播栽培とした。

肥料は化成肥料（１４－９－１３）で全量元肥とした。各試験区に少肥区としてＮ、2.0kg/α，多肥区

としてＮ、3.0ｋｇ/血になるようにした。トウモロコシの刈取期は７月10日とし，生育日数は７５日で

あった。

試験区の櫛成は第１表に示すとおりである。
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第 １ 表試験区の構成

耕項目 起

走行速度（速）
試験区

蝿
鍛
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誕
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鉦
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蝿
銅

１回耕起

ｌ
ｌ
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ｌ
２
ｌ
１
－
２
－
１
ｌ
２

２回耕起

イタリアソ跡地において，ロータリーによる耕起回数を１回から４回までの４段階にして，耕起

回数と土塊の大きさ別の分布率を第１図に示した。まず１回耕起では，直径10cm以上（大土塊と呼

ぶ）の土塊が69.3％も占められてもっとも多く，面径1.2c力;以下（小土塊と呼ぶ）の土塊は１５５

％であった。次に２回耕起の大土塊は10.2％で１回耕よりも激減し，小土塊は52.5％で激増し

た｡３，４回耕起の小土塊は

７０％程度になり漸増の傾向を

示した。以上のごとく耕起回

数の増加にともなって，大土

塊は少なくなり，細かく砕土

３回耕起

４回耕起

播種後の耕深は10.0ｃｍ程度

一区面積24.0㎡

結果および考察

註

された。なお２回耕起は，１

回耕起に比して，大土塊が６０

％程度の激減が認められたこ

とは，耕起回数の省力化をは

かる手法として，極めて注目

に値いする。

次に異なる耕起回数と，ト

ウモロコシの株立率との関係

を第２表に示す。まず，回耕

起区の株立率は47.0％でも
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第１図耕起回数と土塊の粒径別分布率との関係 を示したｏ２，３，４回耕起

の出芽率は70.0％程度で，
註ｌ回耕起区１０．０，層

３区間の差異は俺少であり，
２，３，４回耕起区15.0ｍ層

株立率は１回耕よりも大を示
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第２表各区の株立率の比較

悪寂ヘミfＬ
１ 回耕起区

２〃〃

３〃〃

４〃〃

株立数 株立率播種粒数 変異係数

３３．８

２８．２

２３．５

２４．６

６１．３粒/ｎF

７１．３

７８．１

６３．１

47.0％

７０．１

６９．７

７２．０

２８．８本/nF

５０．０

５４．４

４５．４

註播穐後日数（２６日）

肥料．Ｎ’２ｋｇ/ａ

して，変異係数は小であった。このことは第１図に示されるごとく，土塊の大小に起因するもので

あり，大土塊がトウモロコシの発芽を機械的に圧えたのか，または稲子位置の土壌水分を著しく低

下させて，それが出芽率の低下と株立むらになり変異係数も大になったものであろう。したがって，

イタリアン跡地の耕起は細かく砕士することが肝要で；それによって出芽を支配する他の諸要因に

も好影響をおよぼすものである。それには．最低２回の耕起が必要とされる。

次にトウモロコシと，混生したイタリアンの草丈ならびにトウモロコシの葉数の推移を第２図お

よび第３図に示す。トウモロコシの草丈の伸長は１回耕起が２．３，４回耕起に比して生育初期に
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考えられる。

次に再生イタリアンと．

タデの発生本数の推移を比

数として第４図に示す。ま

ずイタリアンは６月20日頃

迄は急激に墓数の増加（６０

％程度）が認められ，それ

以後は枯死基も認められて

減少の傾向を示した。タデ

は５月30日頃迄は増加（２１

％程度）が認められ，イタ

リアンよりも20日程度衰

退期が早くなって直線的に

減少した。タデの発生消長

について竹村ら6)は概して

低温期に多く発生し，高温

になるにつれて少なくなっ

ていく，と指摘しており，

６月に入ってタデが減少し

たのは高気温が影響したも

のと考えられる。なお，タ

デ以外の雑草発生は認めら

れなかった。

トウモロコシの刈取時に

おける再生イタリアンとタ

デの混入率をそれぞれ第５，

６図に示す｡７月10日の刈

はやや大になり，後期は小になって伸長が抑制されている。２，３，４回耕起の３区間には著しい

差異は認められない。葉数は１回耕起が各時期とも少なく，生育の不良が特にめだち．耕起回数の

増加にともなって多くなる傾向が認められた。再生イタリアソの草丈は１回耕起が各時期とも伸長

は大になって旺盛な生育を示L命２，３，４回耕起の３区間ではすべて小になった。ここで１回耕

起において，トウモロコシの生育不良，イタリアンの生育旺盛が認められた理由は，両者の初期生

育の差異に基づく競合現象によると考えられる。すなわち，イタリアンは耕起後３日目に崩芽再生

が認められたのに対しトウモロコシは８日目に出芽が認められ，この５日の生育の遅延が．旺盛な

イタリアンの生育と相まって，トウモロコシの生育を抑えることになったもので;あろう。競合現象

について加藤ら4)は，作物の発芽後，直ちに競争が開始された場合には，作物は術になんらかの影

響を受けるがとくに生育初期に影響を強く受ける，と述べている。この場合も以上と同様のことが
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第４図イタリアンライグラスとタデの発生本数の推移

註１）５月23日の発生本数を１００とした指数で示す。

２）イタリアンライグラス：１回耕起区Ｎ、2.0k$z/江区

タデ：２回耕起区Ｎ、2.0kg/α区

取時における再生イタリアンは，各区とも少肥区が大で；ｌ回耕は50％程度で最も大を占め，次い

で２回耕は１４．８％に激減し，３，４回耕起は漸減の傾向を示した。次にタデはイタリアソと同様

に各区とも少肥区が大で；４回耕起は13.3％でもっとも大を占め，次いで３回耕起の１０．２％

の順になり，耕起回数の減少にともなって直線的に低下した。なお１回耕起の少肥区ではタデの混

入は認められなかった。以上のごとく，イタリアンとタデの混入率は，耕起回数の増加にともない，

イタリアンは小を示し，タデは大になり，同一耕起回数の少肥区では，多肥区よりもそれぞれ大で
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第５図耕起回数とイタリアンライグラス第６図耕起回数とタデの混入率との関係

の混入率との関係

あった。イタリアンの混入率が小であったのは，砕土が細かくなるにしたがって残根は細断され，

株数が少なくなり，再生量の低下となったことによるものであろう。荒井ら2)が砕土が細かい墨

雑草の発生は斉一であって，一定期間内の発生数は多くなり，また施肥没の少ない程作物と雑草の

競争関係が強くなって雑草の群落比が大になる，と報告していることから考えると．タデの混入率

が大であったこと，また少肥区において，イタリアン，タデの発生が大であったことは容易に理解

されることである。なお，再生イタリアンは黄褐色に変色し，飼料としての価値は認められなかっ

た。

トウモロコシの生草収量は第７図
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第７図耕起[口1数と生草収量の比較

に示される。まず多肥区において，６．．

各Ⅸとも生草収量の増加が認められ

る。すなわち多肥区では，２回耕起５００
の595.0kg/αがもっとも多く，次

いで３，４凹耕の順で；５７０．０k2/ａ唯 ４００

程度であった。１回耕起は290α<9/上‘算
収

で少な力､った。少肥区では３回耕の
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536.0kZ/αが多く，２，４{口l耕起墨
は５００kg/α程度であった。なお，

２００

lE11耕起は１７４．０kg／αでもっとも

少なかった｡以上のごとく２，３，
１００

４回耕起はすべて500.0kg/α以上

の生草収量が得られ、１回耕のみか

著しく減収になった。この原因は，

トウモロコシの株立率の低下と，生

育の不良によるもので，単位面積当

たりの株数の確保が困難になり，施
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川された肥料の多くがイタリアンに吸収されて，その生育を旺盛にし，群落比を大ならしめる結果

となり競合被害を甚しく受けることになったものであろう。

以上の結果を総合すると．イタリアン跡地における１回耕起は，粗大な土塊による障害によりト

ウモロコシの株立率の低下を来たし，イタリアンの旺盛な再生力によって生育が阻害されて生草収

量を著しく低ドさせることになった。２回耕起以上ではイタリアソの群落比の低下となって，トウ

モロコシの収黄は増大した。したがって省力を目的とした摺伴耕起では．イタリアンの再生防止を

主体に考えるべきであって．本試験では２回耕起がもっとも適正であった。
.ｌＬ
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“ ９摘要
別

本試験は１９６９年愛媛大学農学部附属研究農場水田のイタリアンライグラス跡地において行なわ

れたものである。トウモロコシ栽培の省力化をはかる目的で；中型トラックターのロータリーによ

る撹伴耕起を行ない．耕起回数と，施肥量とを異にした全層播栽培を行ない，適正な耕起回数を見

出すために砕土率.弗株立率暁｡ならびに再生イタリアソの混入率,収量などについて考察した。
その結果の概要は次｡の通りである｡…

ｌ）耕起回数を１～４段階とした場合の土塊の分布率は，１回耕起では直径10cnR以上の大土塊が

70.0％程度も占められてもっとも多く，２回耕起では１０．０％にまで激減され，耕起回数の増

加にともなって細かく砕土された。

２）トウモロコシの株立率は．１回耕起では47.0％で，粗大な土塊による障害で著しく低下し，

２Ｍ耕起以上では砕土は細かくなって70.0％程度になった。

３）トウモロコシに混生されたイタリアソとタデの混入率は，イタリアソは１凶耕起で50％程度，
&．ザ

タデは４回耕起で13.0％占められてそれぞれもっとも大きい値を示し，耕起|旦I数の増ｶﾛにとも

なってイタリアソは小になり，タデは大になった。又少肥区は多肥区よりいずれも大を占めた。

４）トウモロコシの生草収量は，２回耕起以上ではいずれも５００kg/αが得られ，｜｢i'一耕起回数で

は多肥区が大となり，２回耕起が595.0kg/＠で多収を得１回耕起では174.0kg/αで著しく

減収した。

５）本訓験でのイタリアン跡地におけるトウモロコシ栽培の適正な耕起回数は２Ｍ耕起である。
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